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まちづく り交付金 フオローアップ報告書



1 . 数値目標の達成状況の確認 (確定値)

指 標 ,

: 単位

従前値 目 標値

事後評価
フオローアツフ･に

よる確定値
計測時期

フォローアップ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

単位 評価値
見込み ･確定

の別 目標達成度
1 年以内の

達成見込み 理由 改善策の方向性

指標 1 翁人世。代増の群化に l 人 96 1 3 1 205
碇 ●

O
あり l 三÷ ｢- -

H 年 月
口 改善策はモのまま
口 改善策に補強が必要
口 新たに改善策をたてる

新たな公鵠住雜の整鑓やコミキコ争や増公園 ,
の整備など住みやすいまちがくりの姉韓によ
り定住き人口が増加した。見込み

･ ◆‐ . ◆ ‐ ･ ･ . ･ ･ . ･ ･

なし

.･･. ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ ･

l

指標2 糯需鬮催(地区イベン l 回 O 3 7
確定

O
あり !

6 H22年も4月 O

口 改善策はそのまま

口 改善策に補強が必要
口 新たに改善策をたてる

触もが利用しやすいコミュニティ一冊公国が整
備されたことで地域交流の煽がで唐 、 地域の
イベント等の開催数が増加した.見込み ● なし

. ･･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ' ‐ ･

!
指標3 道路のバリアフ リー化 % “ 1 00 1 00

確定 ●
O

あり ･
H 年 月

口 改善策はそのまま
口 改善策に補強が必要

口 新たに改善策をたてる

新たに整備きれた各施設態つなぐバリアフリ-
対応のアクセス道跨が整鋼きれた。

見込み

. ･･. ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ ･ ･

なし

. ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･

l
指標4 ･ !

確定

･

あり 棄
H 年 月

口 改善策はそのまま

口 改善策に補強が必要
口 新たに改鋳策をたてる見込み

. ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･

･ な し

J . ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ . ･ - ‐

l
指標5 !

確定 あり l -
.- ▼ ‐‐

H 年 月
口 改善策はそのまま
口 改替策に補強が必要
口 新たに改善策をたてる見込み l なし l - -

＼ 、 ′、 ′

Y

事後評価シート 様式2-1 及び添付様式2-①から転記 ※全ての指標につ し ･て記入 ※フオローアップの必要のある指標について記入 ※全ての指標について記入

指 標 :
; 単位

従前値 目 標値

事後評価
フォローアップに

よる確定値
計測時期

フォローアップ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る堝合や改善が見られない場合等

総合所見

評価値 見込み ･確定の別 達成度
1 年以内の

達成見込み 理-由 改善策の方向性

その他の
数値指標 1 !! /

蔽 '

//!- - H 年 月 /
口 改善策はそのまま
口 故轡策に補強が必襲
□ 新たに改善策をだ丈る見込み

.･･.･ ･ . ･ ･ . ･ ･ ･ ･ ･

l
その他の
数値指標2 ll /

確定 i
//二 H 年 月 /

□ 改藝策はそのまま
口 改善策に補強が必饗
□ 新たに改善策をたてる見込み

.･･.･ ･ . ･ ･." ‐ ･ ･ ･

l

その他の
数値指標3 ii /

確定 l

//ゞ｣ ‐ H 年 月 / - ･ 1

口 改善策はそのまま

口 故蕾策に補強が必裂
口 新たに故矯艷葬たてる見込み ;

、 ′

事後評価シート 様式2-1 及び添付様式2-②から転記 ※全ての指標につ し 、て記入 ※フオローアップの必要のある指標につし ･て記入 ※全ての指標について記入



2 ‐ 今後のまちづくり方策の検証

r
l

事後評価シート 添付様式5ー③に記載した
今後のまちづく り方築 く事項)

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題 その他特記事項

. 成果を持続させるために
行う方策

･ 公営住宅の維持管理及び機能増進

癜讓養護掌富簿及慾中郷事に*てば定崩的に
雪現在の罐薄管理体制を継続支援していく必要がある･

凄鮮麗隷醐啜鶚窮で攝奪懇露\ ' ÷

･コミュニティー活動支援及びコミュニティー公園の維
持管理

･ l““-"入会グランドゴルフ同好会｣による 、 市のァ Fラト制度を活用した公園
の絲鰓溺lき縱熱した。
･地区の潴掬イベン トの一殼で公園内の草刈り . 溌拇をボランティアで実施した。

･地域コミュニティー活動の拠点として~ イベント開
催時にも対応した公園維持管理が図られており 、
新たな団体による公団の利用が増えた。

･ 活動の継続を支援していく必要がある。

･ バリアフ リー道路の維持管理 ･定期的に道路内及び周辺の維持管理を実施した。 ･道路の維持管理によりバリアフ リー通路として地

域住民に安全安心に利用されてし、る。
･今後も安全安心なバリアフリー道路の維持管理を実施していく
必要がある 。

改善策

･ まちづくりの 目 標を達成するた
めの改善策

･残された課題 ･新たな課題への
対応策

･ その他 必要な改答策

･就業施設の整備促進を図り 、 障害者等の雇用の堝
の創出拡大

地区内で必要とされる施設 (商業施設等)の鱒数交渉を実施し
た。

･施設の誘致交渉を実施したが総数は決まってお

らず、 陣がい者等の雇用の韻の創出拡大には至っ
てぐいなし 、。

･筑紫誠三設の整備促進を図り 、 障害者等の服用の堝の創出拡大
を図っていく必要がある。

･ 公園駐車場への案内板設置や休憩施設(東屋等) の
設置等による快適なまちづく り

･地区外からの利用者のための案内板を予算化した。 (平成22
年1 0月 項設置予定)

･地区内の案内板が設置されることにより 、 施設利
用者の利便性の向上が恕定きれる。

･ 公園を中心に木陰や休憩施設(東屋等)が不足している。

- ‐ - -
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事後評価シート 添付様式5ー③から転記

追加が考えられる今後のまちづく り方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題 その他特記事項
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